
＜委員からの御意見＞
・ 診療所の廃止を見据えた医療提供体制は、オンライン診療だけでなく、外来患者の
送迎や在宅医療等全体で確保していくもの。

・ 病院を地域包括ケア病棟へ一本化することにより、老健が担う回復機能は病院が担
い、他の機能は地域の介護施設が担うことで、京北病院は医療機能に特化するという
方向性で良い。

・ 医療従事者の確保が一番の課題となる中、市立病院との「一体運営」については重
要。

・ 人材確保は、機構による採用以外に、特に看護師や事務職員の業務については、地
元の協力を得る可能性も含めて考えるべき。 等

『第３回京北病院が果たす機能の在り方検討会』
を開催しました!

京北病院 地域とともに

２月１２日に、第３回検討会を開催しましたのでお知らせします。第１回、第２
回での議論をまとめた在り方方針の素案について議論しました。会議資料は京都市
情報館に掲載しています。

（裏面へ）

京北病院が果たす機能の在り方検討会
事務局（京都市医療衛生企画課内）
ＦＡＸ:075-222-4062
メール:eisei@city.kyoto.lg.jp

御意見等がございましたら連絡
先までお寄せください（裏面も御
活用ください）。

前回第３号のチラシを通して、１件の
御意見を頂戴しました。裏面に御意見
欄を設けていますので、是非御意見を
お寄せください!

会議資料はコチラ↓

＜第３回検討会で議論した在り方の素案＞
⑴ 入院機能は当面３８床を維持。地域の高齢化を踏まえ、地域包括ケア病棟へ移行。
⑵ 外来機能は現状維持。今後の状況に応じて柔軟に対応。訪問診療も継続。
⑶ 診療所は、京北病院に診療機能を集約することで廃止。
⑷ 地域医療を維持・継続するため、患者送迎や訪問診療に加えオンライン診療も活用。
⑸ 京北病院は医療機能に特化し、老健は地域の介護施設と連携・適切な役割分担。
⑹ 訪問看護、通所リハは継続。



～あとがき～
チラシ等を通して御意見をお寄せいただいた皆様、ありがと

うございます。京北病院のことを一緒に考えてくださっている
ことが伝わりました。これからも皆様とともに、地域に親しま
れる病院を目指して頑張っていきたいと思います。
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み ぶ ま る

第４回検討会のお知らせ

最終回第４回検討会では、これまでの検討内容を踏ま
え、在り方方針を取りまとめる予定です。
検討会の開催情報については、京都市情報館にて皆

様にお知らせします。

▼御意見は まで▼
下記に御記入いただき、この用紙をＦＡＸもしくはメールでお送りください。

お名前（任意）

周山 弓削 山国 黒田 宇津 細野 その他お住まい（当てはまるものを○で囲
んでください）
メールアドレス（任意）

京北病院が果たす機能の在り方素案
（入院・外来）について

京北病院が果たす機能の在り方素案
（診療所・オンライン診療・老健）
について

京北病院が果たす機能の在り方素案
（その他）について

※いただいた御意見は、氏名等を伏せたうえで、検討会で報告いたします。

ＦＡＸ:075-222-4062
メール:eisei@city.kyoto.lg.jp


